
9 8KOBAYASHI 2020.6

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
期
間

内
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

年
度
内
年
齢
35
歳
～
75
歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

◆
申
込
期
間

　

６
月
20
日
（
土
曜
）

　

～
６
月
22
日
（
月
曜
）

　

９
時
～
17
時

◆
申
込
方
法

　

健
康
推
進
課
に
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い

◆
各
ド
ッ
ク
の
定
員
・
受
診
料
・

検
査
項
目

▼
一
般
ド
ッ
ク（
定
員
２
０
０
人
）

・
受
診
料　

７
千
円

・
問
診
、
身
長
、
体
重
、
腹
囲
、

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血

　

液
検
査
、
心
電
図
、
胸
部
Ｘ
線
、

　

胃
透
視
ま
た
は
胃
カ
メ
ラ
、
便

　

潜
血
反
応

▼
脳
ド
ッ
ク
（
定
員
２
５
０
人
）

・
受
診
料　

７
千
円

・
問
診
、
身
長
、
体
重
、
腹
囲
、

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血

　

液
検
査
、
心
電
図
、
頭
部
Ｍ
Ｒ

　

Ｉ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頚
部
エ
コ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に

　

よ
り
検
査
項
目
を
変
更
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す

◆
注
意
事
項

　

次
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
共
通

・
昨
年
度
一
般
ド
ッ
ク
か
脳
ド
ッ

　

ク
ど
ち
ら
か
を
受
診
し
た
人

・
今
年
度
す
で
に
特
定
健
康
診
査

　

を
受
診
し
た
人

・
妊
娠
中
の
人

▼
一
般
ド
ッ
ク

・
今
年
度
す
で
に
胃
が
ん
・
大
腸

　

が
ん
検
診
を
受
診
し
た
人

▼
脳
ド
ッ
ク

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用

　

し
て
い
る
人

※
問
診
の
結
果
、
受
診
で
き
な
い

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

　

だ
さ
い

●
申
・
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
、
国
か

ら
支
給
さ
れ
る
、
第
11
回
特
別
弔

慰
金
の
地
区
ご
と
の
集
中
受
付

を
、
７
月
13
日
（
月
曜
）
か
ら
開

始
し
ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人
は
窓
口
で
手
続
き
く
だ
さ

い
。

◆
対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
な
ど
を
受
け
る
人
（
戦
没
者

の
妻
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
支
給
順
位
の
先
順
位
１
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
基
準
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

　

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

　

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有

　

し
て
い
な
か
っ
た
人
、
令
和
２

　

年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に

　

よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
人
、

　

遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組
を

　

し
て
い
る
人
は
除
く

④
③
以
外
の
父
母
、孫
、 

祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

⑤
①
～
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親

　

族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
特
別
弔
慰
金
を
受
給
す
る
権
利

　

の
あ
る
遺
族
が
基
準
日
後
に
死

　

亡
し
、
相
続
人
が
請
求
す
る
場

　

合
も
可

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
日
ま
で
１

　

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

　

た
人
に
限
る

※
第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
受
給
し

　

て
い
て
、
ご
健
在
の
人
に
は
案

　

内
文
書
を
送
付
し
ま
す

◆
支
給
内
容

・
額
面　

25
万
円

・
５
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
限

　

令
和
５
年
３
月
31
日

◆
請
求
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
請
求
者
の
戸
籍
抄
本

※
必
要
に
応
じ
て
、
戸
籍
謄
本
、

　

先
順
位
遺
族
の
除
票
な
ど
が
必

　

要
で
す

※
代
理
で
手
続
き
す
る
場
合
は
、

　

委
任
状
、
代
理
の
人
の
身
分
証

　

明
書
な
ど
が
必
要
で
す

●
申
・
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

県
で
は
、
身
体
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
給
付

し
て
い
ま
す
。
給
付
を
希
望
す
る

人
は
、
福
祉
課
ま
で
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
対
象

①
県
内
に
お
お
む
ね
ね
１
年
以
上

　

居
住
す
る
18
歳
以
上
の
人
で
、

　

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

人・
視
覚
障
が
い
１
級
の
身
体
障
害

　

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　

人
か
こ
れ
に
準
ず
る
人

・
肢
体
不
自
由
１
、２
級
の
身
体

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
人
か
こ
れ
に
準
ず
る
人

・
聴
覚
障
が
い
２
級
の
身
体
障
害

　

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　

人
か
こ
れ
に
準
ず
る
人

②
所
定
の
訓
練
を
受
け
、
身
体
障

　

害
者
補
助
犬
を
適
切
に
使
用　

　

し
、
飼
育
で
き
る
人

③
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
使
用
す

　

る
こ
と
に
よ
り
就
労
な
ど
の
社

　

会
活
動
へ
の
参
加
に
効
果
が
あ

　

る
と
認
め
ら
れ
る
人

※
身
体
障
害
者
補
助
犬
の
給
付
を

　

受
け
る
人
は
、
県
が
委
託
し
た

　

訓
練
施
設
で
約
１
か
月
間
、
身

　

体
障
害
者
補
助
犬
と
の
訓
練
を

　

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、

　

訓
練
施
設
は
、
県
が
指
定
す
る

　

施
設
の
中
か
ら
希
望
す
る
施
設

　

を
選
べ
ま
す

◆
費
用

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
購
入
と

訓
練
に
必
要
な
費
用
は
、
県
が
負

担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
訓
練
施
設

ま
で
の
旅
費
、
訓
練
期
間
中
の
本

人
の
食
費
、
給
付
後
の
経
費
（
飼

育
費
な
ど
）
は
本
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

◆
申
込
書
提
出
期
限

　

７
月
31
日
（
金
曜
）

◆
そ
の
他

　

給
付
者
は
選
考
の
う
え
決
定

●
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

・
県
障
が
い
福
祉
課

　

℡
０
９
８
５
‐
32
‐
４
４
６
８

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
に
策
定

し
た
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

の
見
直
し
を
行
い
、
新
た
な
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
委
員
か
ら
な
る
懇
話
会
を

設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
計
画
に
つ
い
て
審
議
す
る
市

民
を
募
集
し
ま
す
。

※
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
は

　

介
護
保
険
・
保
健
・
福
祉
に
限

　

ら
ず
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

　

も
て
る
生
活
や
、
社
会
参
加
実

　

現
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

　

の
充
実
を
図
る
道
し
る
べ
の
役

　

割
を
果
た
す
も
の
で
す

◆
懇
話
会
日
程

　

令
和
２
年
７
月
～
令
和
３
年
２

月
の
期
間
で
４
回
程
度

◆
任
期　

３
年

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
応
募
方
法

　

封
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、「
高
齢
社

会
」
に
関
す
る
考
え
を
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
た
も
の
を
郵
送
く

だ
さ
い
。
な
お
、
高
齢
者
の
介
護

な
ど
の
経
験
ま
た
は
知
識
が
あ
る

人
は
、
そ
の
旨
を
簡
潔
に
記
入
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切

　

６
月
19
日
（
金
曜
）
必
着

●
申
・
問
・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

学
ん
で
い
ま
す
。
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全

国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
気
軽
に
放
送
大
学
宮
崎
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
請
求
く
だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間

第
１
回　

６
月
10
日
～
８
月
31
日

第
２
回　

９
月
１
日
～
15
日

●
申
・
問

・
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
８
２
‐
53
‐
１
８
９
３

令
和
２
年
度

国
保
人
間
ド
ッ
ク
募
集

（
一
般
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
）

身
体
障
害
者
補
助
犬

給
付
希
望
者
募
集

募　

集

２０２０年　６　月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０２０年　６　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
懇
話
会
委
員
募
集

放
送
大
学

　

10
月
入
学
生
募
集

保
健
・
福
祉

戦
没
者
特
別
弔
慰
金
の

地
区
別
受
付
に
つ
い
て

◆請求手続スケジュール
対象地区

東方、堤、水流迫

細野

南西方、北西方

真方、本町、駅南

須木（須木庁舎）

野尻（野尻庁舎）

　　　　　　　　　　日時　　　　※ 9 時～ 17 時

７月 13 日（月曜）～ 16 日（木曜）

７月 17 日（金曜）、20 日（月曜）～ 22 日（水曜）

７月 27 日（月曜）～ 29 日（水曜）

８月３日（月曜）～５日（水曜）

８月６日（木曜）、11 日（火曜）～ 12 日（水曜）

８月 18 日（火曜）～ 21 日（金曜）

  

市立図書館イベント案内

　七夕のおはなし会を楽しんだ後、願いごとの短冊を笹の葉に
飾ってみませんか。
◆日　時　　７月４日（土曜）　14 時～ 15 時
◆場　所　　図書館本館
◆内　容　　笹の葉の飾りつけ、読み聞かせなど
◆参加申込　事前に電話または窓口で申込みください。

　小・中・高校、特別支援学校の教科書見本を展示します。
◆期間　６月 12 日（金曜）～ 30 日（火曜）　※ 休館日を除く
◆時間　９時 30 分～ 16 時 30 分
◆場所　図書館本館

※上記２つの催しは、新型コロナウイルス感染症の状況によっ
て、中止となることがあります。
●申・問＝市立図書館本館　℡ 22‐7913

七夕まつり

現行教科書の見本展示  

道路・河川危険箇所　情報提供のお願い
　市では、道路や河川の安全確保のため、定期的なパトロール
や点検のほか、市民の皆様からの情報提供により、危険箇所の
早期発見・補修を行っています。路面の陥没や危険を及ぼすよ
うな道路の斜面、河川の護岸などの異常を見かけた場合は、連
絡をお願いします。
●問＝建設課（℡ 23‐0311）、須木庁舎地域整備課（℡ 48‐
3131）、野尻庁舎地域整備課（℡ 44‐1100）
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市
内
の
河
川
で
農
薬
が
流
出
し

た
と
思
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
、

魚
が
死
ぬ
な
ど
生
物
へ
の
影
響
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
生
産
活
動
で
発
生
す
る
廃

棄
物
は
、
適
正
な
処
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
不
適
切
に
処
理

す
る
こ
と
は
法
令
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

農
薬
の
使
用
は
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
の
購
入
は
必
要
な
量
を

　

購
入
し
、
で
き
る
限
り
使
い
切

　

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
や
む
を
得
ず
農
薬
が
残
っ
た

　

場
合
は
農
協
や
購
入
先
の
業
者

　

を
通
じ
て
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
処

　

分
を
依
頼
す
る
か
、
許
可
を
受

　

け
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に

　

処
理
を
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
使
用
料
の
支
払
い
が
困
難

な
人
は
、
支
払
い
の
猶
予
や
分
割

納
付
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
・
上
下
水
道
課

▼
小
林
・
須
木
地
区

・
上
水
道
経
営
グ
ル
ー
プ

　

℡
23
‐
０
３
２
１

▼
野
尻
地
区

・
野
尻
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

令
和
２
年
10
月
末
ま
で
に
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
期
間
を
移
行
し
ま

す
。
お
客
様
の
負
担
に
配
慮
し
て

少
し
ず
つ
検
針
日
を
調
整
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
移
行
完
了
後
の
検
針
期
間

●
問

・
上
下
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
２
１

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
申
請
受
付
期
間

　

６
月
30
日
（
火
曜
）
ま
で

◆
申
請
書
配
布
お
よ
び
申
込
窓
口

・
農
業
振
興
課

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

◆
変
更
申
請
の
要
件

　

農
用
地
（
青
地
）
を
除
外
す
る

と
き
は
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
具

体
的
・
緊
急
的
な
事
業
計
画
が
あ

り
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を

全
て
満
た
す
場
合
に
限
り
ま
す
。

●
申
・
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
48
‐
３
１
３
１

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

公
共
工
事
の
品
質
の
確
保
、
担

い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
確
保
な

ど
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
内

建
設
業
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す

る
た
め
に
、
等
級
格
付
け
基
準
お

よ
び
発
注
標
準
額
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
新
基
準
で
の
申
請
受
付
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
曜
）

　

～
４
月
30
日
（
金
曜
）

◆
新
基
準
で
の
適
用
開
始
日

　

令
和
３
年
７
月
１
日
（
木
曜
）

●
問

・
財
政
課
（
契
約
管
理
グ
ル
ー
プ
）

　

℡
23
‐
８
１
２
４

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を

受
け
る
に
は
「
児
童
手
当
現
況

届
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
況

届
と
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
世
帯

の
状
況
を
把
握
し
、
引
き
続
き
児

童
手
当
を
受
け
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
現
況
届
の
提
出
が
無
い
場

合
は
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
書
類

　

自
宅
に
届
い
た
現
況
届
に
必

要
事
項
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、

返
信
用
封
筒
で
返
送
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
他
に
提
出
書
類
が

　

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

◆
提
出
期
限

　

６
月
30
日
（
火
曜
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
原
則
郵

　

送
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

●
申
・
問

・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
や
台
風

な
ど
で
農
地
（
田
・
畑
）
や
農
業

用
施
設
（
農
道
・
用
排
水
路
な
ど
）

が
被
災
し
た
場
合
は
、
現
地
（
立

会
）
を
確
認
後
に
災
害
復
旧
事
業

と
し
て
申
請
を
行
う
た
め
、
必
ず

１
週
間
以
内
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
日

頃
か
ら
の
維
持
管
理
が
認
め
ら
れ

な
い
場
合
は
災
害
と
し
て
申
請
出

来
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
草
刈
り
や

水
路
の
泥
上
げ
な
ど
の
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
復
旧
す
る
場
合
は
、
各
農

地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
受
益
者

に
よ
る
負
担
金
が
生
じ
ま
す
。

※
申
請
は
被
災
規
模
や
被
災
金
額

　

に
規
定
が
あ
り
ま
す

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
３
３

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
48
‐
３
１
３
１

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

火災・救急発生状況
種別

＋２建物 ４ ６

　－３林野 １ １

　±０車両 ０ ０

　＋０その他 ０ ３

救急 151 677 － 56

昨年累計　４月

交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

15 70

61 262

0 0

22 83

961 （昨年同月比　－ 41）

－ 13

－ 84

－ 20

－１

種別 昨年累計　４月

人のうごき（小林市の人口）

１９，707 世帯

人口
男

女

43，515 人
20，122 人

23，393 人

（+20、+101）

（－ 345、+64）
（－ 345、+37）

（－ 354、+27）

令和２年 5 月１日現在現住人口　　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の
転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映

そ　

の　

他

使
用
残
農
薬
の
適
正
処

理
を
お
願
い
し
ま
す

  

【新型コロナウイルス対策】国の持続化給付金のサポート会場を開設

上
下
水
道
料
金
の

支
払
い
相
談
に
つ
い
て

案　

内

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

期
間
を
移
行
し
ま
す

農
振
除
外
な
ど
の

申
請
受
付

競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
の
等
級
格
付
け
基
準

な
ど
の
改
正
に
つ
い
て

農
地
・
農
業
用
施
設
の

災
害
復
旧
事
業

２０２０年　６　月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０２０年　６　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

調
整
前（
現
在
）

調
整
後

25 日頃

翌月 9 日頃

～

11 日頃

21 日頃

～

14 日頃

月末頃

～

2 日頃

11 日頃

～

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
の
お
願
い

　国では、感染症拡大により特に大きな影響を受けている事業者に対して、事業の継続を支えるため、農業、
飲食業、小売業など幅広い業種で、給付金を支給しています。5月22日からは「インターネット申請が難しい」「パ
ソコンを持っていない」という事業者のために、サポート会場が市内に開設されました。なお、会場は新型コ
ロナウイルス感染防止の観点から完全事前予約制です。
※経済産業省が実施する制度のため、市役所の窓口では申請代行や内容相談は行っていません

◆申請サポート会場
八幡原市民総合センター（小林市堤 108 番地 1）
◆支給対象の主な要件
①新型コロナウイルス感染症の影響により、ひと月の
　売上が前年同月比で 50％以上減少している事業者
② 2019 年以前から事業による事業収入（売上）を得
　ており、今後も事業を継続する意思のある事業者
※ 2019 年に創業または、売上が一定期間に偏在して
いる場合には特例があります
◆支給に必要な申請書類　
１．2019 年確定申告書類の控え
２．売上減少となった月の売上台帳の写し
３．振込口座の通帳の写し
４．身分証明書の写し
※この他の書類が必要になる場合もあります
◆給付額　　　　
　中小法人等 200 万円、個人事業主 100 万円
※ただし昨年１年間の売上からの減少が上限

◆売上減少分の計算方法
　前年の総売上－（前年同月比▲50％月の売上×12月）
◆事前予約方法
① Web 予約　※ 24 時間予約可能
　「持続化給付金」の事務局ホームページより予約
　URL：https://www.jizokuka-kyufu.jp/
②電話予約（自動音声）　※ 24 時間予約可能
　「申請サポート会場受付専用ダイヤル」
　℡ 0120‐835‐130
　※自動ガイダンス、小林会場番号「４５０４」で申込
③電話予約（オペレーター対応）
　「申請サポート会場電話予約窓口」
　℡ 0570‐077‐866
　受付時間：平日、土日祝日ともに、９時～ 18 時

●問
・持続化給付金事業コールセンター
　℡ 0120‐115‐570（8 時 30 分～ 19 時）


